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令和元年１１月 定例教育委員会  会議録 
  

１ 日  時  令和元年１１月２９日（金）  開会 １４時００分   閉会 １５時０９分 

 

２ 場  所  福井市役所８階第３委員会室 

 

３ 出 席 者  教 育 長         吉川 雄二 

教育長職務代理者     佐藤 藤枝 

教育委員         木村 敦子 

教育委員         春木 伸一 

教育委員         多田 和博 

＜事務局職員＞ 

教育部長         内田 弥昭 

少年対策参事官      谷口 敏英 

教育次長         向井 成人 

図書館統括館長      松浦 茂一           

教育総務課長       馬來田 善準 

学校教育課長       氣谷 達郎 

保健給食課長       坂井 小由里 

青少年課長        松田 玲子 

スポーツ課長       石井  穣 

文化財保護課長      天谷 賢一 

図書館長         中野 裕三 

桜木図書館長       田畑 裕嗣 

みどり図書館長      橋詰  豊 

調整参事         黒川 忠興 

教育総務課 副課長    前川 昌司 

生涯学習課 副課長    髙屋 雅樹 

教育総務課 課長補佐   吉川 貴大 

教育総務課 主幹     吉田 浩一 

教育総務課 副主幹    織田 久美子 

 

４ 議  題 

報 告 

（１）教育委員会委員の任命について  

（２）１２月定例市議会の報告について  

（３）平成３０年度福井市教育委員会事務の管理及び執行の状況の点検・評価報告 

書について 
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５ 議事の経過 

（１）開会、教育長あいさつ 

（２）会議録署名委員の指名  木村 敦子 委員  多田 和博 委員 

（３）議事の要旨 

 

吉川教育長 

 

事務局 

（教育総務課長） 

 

 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

吉川教育長 

 

事務局 

（教育部長） 

 

 

 

 

 

 

 

吉川教育長 

 

春木委員 

 

事務局 

（教育部長） 

 

春木委員 

 

 

事務局 

（教育部長） 

まず、報告（１）教育委員会委員の任命について、事務局から説明を求める。 

 

 教育長職務代理者を務めていただいている佐藤委員が、１２月１７日をもって

任期満了となり退任することから、新たに宮郷美千代氏を教育委員に選任した。

宮郷氏は福井市舞屋町在住の４７歳で、これまで至民中学校や社南小学校、福井

市ＰＴＡ連合会の役員を歴任し、豊富な知識と経験を有するとともに、教育の発

展に対する強い熱意があることから、教育委員に適任と判断したところである。

任期は令和元年１２月１８日から令和５年１２月１７日までの４年間である。 

 

ただ今の説明について、何か質問等はないか。 

 

― 特に意見なし ― 

 

次に、報告（２）１２月定例市議会の報告について、事務局から説明を求める。 

 

１２月定例市議会の会期は、１１月１日から１１月２０日までの２０日間であ

り、教育委員会関係で今回上程した議案は「令和元年度福井市一般会計補正予

算」、「福井市中藤屋内運動場等の指定管理者の指定について」及び「福井市体育

施設条例の一部改正について」の３件である。これらの議案については、１０月

定例教育委員会において概要を説明したもので、１１月２０日の議会最終日にお

いて原案のとおり可決された。 

 

― 以下、一般質問の質疑の要旨を説明 ― 

 

ただ今の説明について、何か質問等はないか。 

 

治水対策について、中学校の状況はどうなっているのか。 

 

中学校はほとんどの校舎が３階建て以上であり、３階まで垂直避難すること

で、水害時の一時的な避難所として使えるようになっている。 

 

 最近ｅスポーツというものが出てきたが、教育委員会としてはどのように対応

していくのか。 

 

ｅスポーツがスポーツかというと、疑問に感じるところもあるが、今年の茨城

国体でもｅスポーツのイベントが開催されていることから、要望が多ければ、他
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吉川教育長 

 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

事務局 

（教育総務課長） 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

事務局 

（教育総務課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉川教育長 

 

佐藤委員 

 

 

事務局 

（教育総務課長） 

 

 

 

市の事例等も参考にして、委員の皆様にも相談しながら対応していきたい。 

 

中学校あたりでｅスポーツの部を立ち上げようとすると、最終的には校長の判

断になるが、スポーツと考えるのか、テレビゲームの延長と考えるのか、現段階

で教育委員会として認めないと判断するのは難しい。福井高校にはｅスポーツ部

があるようだ。 

 

 水銀灯の取替えについて、外した水銀灯の電球を他の水銀灯に再利用するのは

問題ないのか。 

 

 これまで１０校程度、水銀灯のＬＥＤ化を行ってきており、外した水銀灯の電

球を他の学校で再利用している。ところが、再利用した水銀灯は接触の関係か理

由が分からないが、寿命が非常に短く、ほぼ１年以内に切れてしまう状況である。 

 

他に何かないか。 

 

― 特に意見なし ― 

 

 次に、報告（３）平成３０年度福井市教育委員会事務の管理及び執行の状況の

点検・評価報告書について、事務局から説明を求める。 

 

 本報告書は地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定により、毎年作成

し、議会への提出や公表が義務付けられている。本市の教育委員会の事務につい

ては、平成２９年度に改訂した福井市教育に関する大綱や、福井市教育振興基本

計画を基に各種施策や事業を実施している。 

年度ごとの実施状況については、部局マネジメント方針の成果報告として公表

するとともに、点検・評価行うにあたり、学識経験者の知見として、福井大学の

柳澤先生と福井市ＰＴＡ連合会の橋詰会長に御意見をいただいている。 

 

― 以下、資料を基に点検・評価の概要について説明 ― 

 

ただ今の説明について、何か質問等はないか。 

 

これまでの柳澤先生の評価は、結果だけでなく過程やプロセスも大事で、そう

いった部分も分かるように評価すべきという意見がある。 

 

 柳澤先生の専門なので、学術的な検証についてお話しされている部分もある。

先生の御指摘のように、必ずしも数字は万能ではないので、我々が掲げている目

標が達成しているかどうか、他の事で推し量ることはできると思う。一方で部局

マネジメント自体が、かなりの作業量で進行管理をしており、それにあわせて新

たなものを進行管理するとなると、膨大なエネルギーが必要になるので、既存の
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多田委員 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

事務局 

（教育部長） 

 

 

春木委員 

 

 

事務局 

（教育部長） 

 

春木委員 

 

 

 

事務局 

（少年対策参事官） 

 

 

 

春木委員 

 

 

吉川教育長 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

吉川教育長 

 

データ等を活用しながら達成状況が分かるものを考えていきたい。 

 

 人口減少社会の中で、数値目標を右肩上がりにするのは無理があると以前話し

たと思うが、数値目標をパーセントなどに置き換えるなど、工夫してはどうか。

そうすることで、事業そのものの見直しのきっかけにもなると思う。 

 

 部局マネジメント自体が右肩上がりの数値目標を求める傾向にある。スポーツ

や公民館関係で現在用いている数値目標はどこかで限界が来るので、一定程度の

成果が出たところで、指標の見直しをする必要がある。 

 

 柳澤先生の御指摘の中で、他の地域との比較も指標を検証する一つの手法であ

るという提案もいただいているので、様々な比較検証する方法を考えていきた

い。 

 

 各審議会の審議状況（報告書Ｐ１１～１３）について、担当所属に聞けば審議

状況や内容を教えてくれるのか。 

 

 確認したい審議会の審議状況があれば、事務局に申し出ていただければ適宜対

応していく。 

 

 ＳＮＳを通じた小中学生の誘拐問題について、予防的なことも考えておかない

と、いずれ福井県でも起きるのではないかと心配している。やはり警察との連携

が大事だと思うが、どのように考えているのか。 

 

ＳＮＳが端緒となって子どもが犯罪被害に遭う事案が、近年、福井県内でも一

定数発生している状況にある。青少年課では警察と連携しながら、情報モラル講

習を頻繁に実施しているのと合わせ、使用機器のフィルタリングを保護者と一緒

に考えていく取組を行っている。 

 

 インターネット教育の裏面として、必ずこういった問題が出てくるので、今後

の課題として考えていく必要がある。 

 

 校長会でも、子どもは勝手について行ってしまうかもしれないという意識を、

家庭でも学校でも持ってもらうよう周知している。 

 

他に何かないか。 

 

― 特に意見なし ― 

 

予定していた審議事項は以上であるが、他に何かあるか。 
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事務局 

（生涯学習課副課長） 

 

 

 

吉川教育長 

 

多田委員 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

 

事務局 

（学校教育課長） 

 

 

吉川教育長 

 

 

多田委員 

 

 

事務局 

（学校教育課長） 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

 令和２年福井市成人式についてであるが、令和２年１月１２日（日）午後２時

から、フェニックスプラザにて開催する。今年度の対象者数は２,５３７名、現

在、１０名の実行委員により企画を進めているところである。委員の皆様の御出

席をお願いする。 

 

他に何かないか。 

 

小中学校の連合音楽会は文化会館を使用し、成人式や演劇などはフェニックス

プラザを使用しているが、何か使い分けをしているのか。 

 

文化会館とフェニックスプラザの使い分けについて、連合音楽会は音響の関係

で文化会館を使用しているが、特に住み分けをしているわけではなく、後はキャ

パシティの問題。来年度以降、文化会館がどうなるかによって、連合音楽会の開

催場所が変更になることもある。話し合いは進んでいるのか。 

 

小中学校の校長会や研究部会と協議をしているところであるが、小学校は使え

るのであれば文化会館を使いたい、中学校は検討の余地あり、といった状況であ

る。 

 

ハーモニーホールを使うということも考えられるが、新たにバス輸送の問題も

出てくる。また進展があり次第、報告させていただく。 

 

神戸市での教職員同士のいじめ問題について、にわかには信じられないのだ

が、福井市では何か対策をとっているのか。 

 

本市でも１００％あり得ないと言い切れない問題であると、捉えなければなら

ない。これまで学校や教職員個人から、報告や相談は受けていないが、校長会等

で注意喚起するとともに、相談事があれば遠慮無くして欲しいということを周知

していきたい。 

 

 今のところ大きな事案は聞いていないが、校長会を通じて教員のメンタルヘル

スについて気を配るよう周知をしている。一方で指導とパワハラの区別が難しい

というのもある。 

 

 他に何かないか 

 

― 特に意見なし ― 

 

１２月１７日を以って佐藤藤枝委員が任期満了により退任となる。佐藤委員に

おいては２期８年にわたり、社会教育の分野を中心に様々な御意見や御指導をい

ただき、感謝申し上げる。  
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佐藤委員 

 

吉川教育長 

 

春木委員 

 

吉川教育長 

 

事務局 

（教育総務課課長補佐） 

 

吉川教育長 

 

 

 

― 退任のあいさつ ― 

 

なお、後任の教育長職務代理者については春木委員にお願いしたい。 

 

了解した。 

 

最後に事務局から次回の日程についてお願いする。 

 

次回の定例教育委員会について、１２月２３日（月）１６時から、場所は福井

市役所８階第３委員会室にて開催するので、御出席いただきたい。 

 

以上をもって会議を終了する。 

 

令和元年１２月２３日 

 

  署名委員  木村 敦子 

 

  署名委員  多田 和博 

      

                   会議録作成職員  吉田 浩一 

 

 

 

 

 


